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Cytotoxic human peripheral blood-derivedγ o T cells ki11 glioblastoma cell lines: 

implications for cell-based immunotherapy for patients with glioblastoma 

(和訳)

ヒト細胞傷害性γoT 細胞は勝芽腫細胞株を殺傷する:腰芽腫患者に対する免疫細

胞治療の意義

勝芽腫(Glioblastoma: GBM) は最も予後不良の脳腫療の1つで、免疫治療を含めて新しい治療法が切

望されている。一方で、骨粗霧症薬で、あるZoledronate(ZOL) がヒト末梢血γoT 細胞を活性化すること、腫蕩

細胞をZOL で前処理するとγoT 細胞の細胞傷害活性が増強することが報告されている。

本研究の目的はヒトGBM 細胞株に対するヒト末梢血由来γoT 細胞の細胞傷害活性とその機序を解析

し、 GBM に対するγoT 細胞を標的とした免疫治療の有用性を評価することである。

γoT 細胞はZOL ならびにInterleukin-2 を用いてヒト末梢血単核細胞の増幅培養を14 日間行い、抗体

結合磁気ビーズを用いて純度を高めて実験に使用した。 GBM 細胞株U87MG 、U138MG 、Al72 ならびにγ

oT 細胞の細胞傷害活性感受性白血病細胞株K562 に対するγoT 細胞の細胞傷害活性を効果細胞:標

的細胞 (γ oT 細胞:がん細胞 )=5:1 の条件下で測定した。

結果として、 γoT 細胞はU87MG 、U138MG 、A172 、K562 に対してそれぞれ32% 、15% 、1% 、50%( 平均値

目)の細胞傷害活性を示した。 GBM 細胞株をZOL で前処理することでγoT 細胞の細胞傷害活性は著しく

増強された。 ZOL 処理により増強されたγoT 細胞の細胞傷害活性はT細胞受容体(T ce l1 receptor: TcR) 

に対する抗体で強く抑制された。

以上の結果より、 ZOL 処理したGBM 細胞株に対するγoT 細胞の認識機構にTcR が極めて重要な役割

を果たすことが示唆された。また、 GBM 細胞株に対するヒト末梢血由来γoT 細胞の低い細胞傷害活性は

ZOL 処理することで増強されたことから、 γoT 細胞を標的とした免疫治療はZOL を用いればGBM に対す

る効果的な治療法となりうることが示唆された。


